
「第３次鳥羽市子ども読書活動推進計画（案）」に対するご意見と考え方 

No 箇所 頁 ご意見の概要 市の考え方 

１ 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

 

P.9 

❘ 

P.13 

幼稚園入園時、小学校入学時のいずれかに保

護者のかた全員に図書館を見学してもらう機

会を設けられないでしょうか？ 

生涯一度も市立図書館を利用したことがない

人はいないと思いますが、知らない施設を自

ら進んで利用することはないし、子どもに積

極的に進めることもないと思います。 

 

 

保護者のかたが市立図書館を訪問する機会の

確保に努めます。 

なお、市立図書館では、小学校での社会見学や

中学校の職業体験の受入れを行っており、今後

も子どもの読書に対する興味や関心を引き出

す手助けに努めます。 

 

 

２ 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

１ 家庭・地域における読書活動の推進 

（２）各施設における読書活動の推進 

  ②ブックスタート事業関連の推進 

P.10 ブックスタート事業は大変に良い事業です。 

これと並行して「e ブックスタート事業」とし

て、自宅からインターネットを通して絵本（一

般書もできれば）の試し読み（２～３ページ）

ができないでしょうか？ 

「続きは図書館で・・・」という感じで続きが読

みたい本があれば図書館に足を運んでもら

うとか、そのまま電子書籍で借りられるとか

ができれば利用の促進につながると思いま

す。 

 

 

ブックスタート事業は平成19年から実施し、絵

本を通して、赤ちゃんと保護者が本と触れ合

い、読み聞かせなどに親しみを持つきっかけづ

くりに努めています。 

「e ブックスタート事業」については、電子書籍

導入についての課題もありますので、情報収集

を行い検討していきます。 

現在のブックスタート事業において、市立図書

館の利用案内と利用者カード申込用紙、赤ちゃ

ん絵本の紹介リストもお渡しし利用促進に努め

ており、今後も継続して推進していきたいと考

えます。 

 

３ 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

３ 学校における読書活動の推進 

 

 

P.11 鳥羽市内小学校・中学校対抗ビブリオバトル

の開催 

 

 

ビブリオバトルは、ゲーム感覚を取り入れた新

しい読書の形として、近年注目を集めています

が、導入については、人的体制や指導方法など

も含め、今後の課題として検討していきます。 

 

 

 



No 箇所 頁 ご意見の概要 市の考え方 

４ 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

３ 学校における読書活動の推進 

②人的体制の整備 

 

P.11 学校図書館の充実（専任者の設置）が必要 

司書の設置までいかなくても、学校退職者の

かたなどを活用し、学校図書室を管理するこ

とで学校図書館の利用促進となり、市立図書

館利用への道づくりとならないか。（必ず司

書教諭の資格が必要ですか？） 

 

 

児童・生徒にとって、本に接する機会が多い、学

校図書館は大きな役割を担っており、その環境

の整備や充実が重要であると考えます。 

学校図書館法で、学校司書の配置に努めるよう

求められていることから、今後も引き続き、専

門的な人材の配置拡充について検討します。 

また、保護者や地域ボランティアなど、さまざ

まな人材が学校図書館の運営に関わることは、

開かれた学校として望ましい形でもあるため、

より良い環境整備について、学校と連携しなが

ら検討していきます。 

 

５ 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

４ 図書館における読書活動の推進 

（１）図書館における環境整備 

  ①図書館資料の整備と充実 

 

 

P.12 計画には電子書籍についての計画がありま

せん。検討だけですか？ 

鳥羽市立図書館での電子書籍の扱いについ

て、遅れている（進まない）背景には何がある

のですか？それはクリアできないものなので

すか？（せめて志摩市くらいには） 

新型コロナウイルス感染症の拡大により非接

触の生活様式が普通になっていくことから、

電子書籍においても積極的に取り組んでいた

だきたい。 

 

電子書籍は図書館に来館せずに自宅等で書籍

が読めるため、大変便利であり、これからの新

しい生活様式としても利点はあると言えます

が、電子書籍は既存のシステムに加え、新たな

導入費用とランニングコストがかかること、著

作権により新しい書籍がすぐに読めないこと、

また、紙面の書籍と比べて登録されている電子

書籍の数が少ないことなど、課題がありますの

で、導入については情報収集を行い検討してい

きます。 

 

6 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

４ 図書館における読書活動の推進 

（１）図書館における環境整備 

①図書館資料の整備と充実 

 

P.12 声を出して読める部屋の充実（読み聞かせの

部屋が該当しますか？） 

わいわいがやがや読みたい本もあると思い

ます。 

 

 

 

市立図書館で声を出して読める部屋は現在、お

はなし室（読み聞かせの部屋）のみとなってい

ますが、誰でも気軽に本と出会える場所とし

て、市民の森公園で「どこでも図書館」を設置し

ています。 

現在、新型コロナウイルス感染症の影響があ

り、設置ができていませんが、今後もこのよう

な環境の整備に努めます。 
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7 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

４ 図書館における読書活動の推進 

（１）図書館における環境整備 

①図書館資料の整備と充実 

 

P.12 図書館フェイスブック、ツイッターの開設 

 

 

市立図書館の新刊情報などは、広報とば・おす

すめ本リストなどで行っていますが、積極的に

検討します。 

8 第４章 

子どもの読書活動を進める具体的な方策 

４ 図書館における読書活動の推進 

（１）図書館における環境整備 

①図書館資料の整備と充実 

 

P.12 指定管理者導入の検討 

 

市立図書館の指定管理者導入については、現在

検討しておりません。 

導入について、図書館サービスや費用、メリッ

ト・デメリットなども含め情報収集に努めます。 

 

 

9 資料 

１ 子どもの読書活動アンケート調査結果 

 ４．あなたは学校図書館で本を借りますか 

P.18 

 

中学生が学校図書館で本を借りない（少な

い）理由はどういうことが考えられますか？ 

その対策は？ 

 

 

学年が上がるにつれ、本を読まなくなる傾向は 

全国的にみられ、読書離れが進む傾向にありま

す。 

読まない理由としては、P.18 3 の「読みたい

本がないから」「読書がきらいだから」という理

由が考えられますが、読書習慣の形成に向け

て、この計画を策定し読書活動の推進に努めま

す。 

 

 


